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露地きゅうり栽培における農薬の散布回数は実に２０回を数える。栽培上問題となる病害は

５種類を超え、個々に発生生態が異なるため、この多数回散布のほとんどは殺菌剤が中心と

なる。すなわち、環境保全型防除を考える上で、この点の改善がキーとなる。ここでは基本的な

栽培技術の励行と効果的な薬剤による補完防除を計画し、主要病害の生態を逆に利用した根

拠に基づく散布回数削減を実現する総合防除技術について紹介する。 

 

留意点： 上記前提条件は必ず満足する必要がある。１つでも欠けた場合、被害リスクは大きくなる。

 
 
ア 効率的防除の実施 主要病害の発生生態に 

基づく適切な薬剤選択により、使用する薬剤の種類・回数を最小限にできる。 
イ 防除回数の削減   防除回数の削減により、防除の低コスト・省力化が図られる。 
ウ 補完防除の要否判断   防除間隔を１０～１５日に広げることによる病害発生リスクを、気象との関連か

ら予測し、上記薬剤等による補完防除実施を判断する。補完防除を行わなかった場合に、通常の散布回

数を最大１／２にできる。 また、使用する薬剤成分数も最大１／２にできる。    

総 合 防 除 の メ リ ッ ト 

 
 
ア 適切な整枝管理 （過繁茂は厳禁） 
イ 圃場観察および初発葉の早期摘葉 （誤診をおそれず，早期発病葉を摘葉する） 
ウ アーチ両側散布   （片側散布では薬剤付着が不十分） 
エ 圃場の病害発生様相の把握 （病害毎の初発・増加時期を知ることは防除計画に必要） 

露地きゅうり病害総合防除の前提条件 

露地きゅうりにおける環境保全型病害防除 
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「病勢進展からみたきゅうり推奨品種「夏ばやし」の

べと病・うどんこ病耐病性」 H13 研究成果（指導） 

病勢進展停止に有効な薬剤（発病増加期の散布） 
 べと病*： フェスティバル水和剤 

フェスティバル C水和剤 
 うどんこ病**： カリグリーン、ハーモメイト水溶剤

ジーファイン水和剤 
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←うどんこ病の場合 

○無処理 

○上記薬剤処理区 

* 「キュウリべと病急増初期のジメトモルフ水和剤散布は

発病増加を抑制できる」H14研究成果(指導) 
**「キュウリうどんこ病の増加は炭酸水素塩剤散布により

抑制できる」H14研究成果(指導) 

「食の安全・安心」の確保、岩手きゅうりの有利販売が可能になる 


